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次の生成の監査ログ UI の概要

機能の説明

監査ログ UI :

• ユーザーが BTP 監査ログサービスから監査イ
ベントをレポート形式で取得できるようにしま
す

• ユーザーは、イベントの種類に基づいてレポー
トを生成し、日付ベースのフィルタを適用す
ることができます。

• 詳細な分析と記録のためのダウンロード可能
なレポート

• 必要に応じてレポートを削除するオプション

• 1 カ月の保存期間後の自動レポート消去

• 監査イベント追跡のアクセシビリティ、ユー
ザビリティ、および効率性が向上します。

主な利点

拡張されたレポート生成 -改善されたフィルタリ
ングオプションを使用して、BTP 監査ログサービ
スから監査イベントを取得することができます。

• 柔軟なフィルタリング：イベントの種類およ
び日付ベースのフィルターに基づいてレポー
トを生成し、データ取得の効率を高めます。

• ユーザビリティの向上：直感的な UI によるシ
ームレスなナビゲーションとユーザーエクスペ
リエンスの向上

• ダウンロードおよび保持管理：ユーザーは、
オフラインで使用するためにレポートを Excel 
形式でダウンロードし、必要に応じてレポー
トを削除することができます。

• 自動レポート消去：1 カ月後にレポートを自
動的に削除することで、データ衛生を確保しま
す。

• スケーラビリティとパフォーマンス：
NEXTGEN は、監査ログを効率的に処理する
ための、より堅牢で拡張性の高いインフラス
トラクチャーを提供します。

対象ソリューション:

SAP Ariba Network

オーディエンス:

バイヤー/サプライヤ側
SAP Business Network

イネーブルメントモデ
ル:

NEXTGEN 組織のみ
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前提条件、制限事項、注意事項

前提条件
� 設定メニューの監査ログ標準オプションにアクセスするには、"ユーザ管理" および "監査ログ管理"が必要です。

制限
� なし

注意

� なし
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ユーザストーリー

監査ログ標準機能は、ユーザーが特定の入力条件に基づいて監査イベントを取得できる既存の機能であり、ユーザーはイベントの種
類および日付フィルタに基づいてレポートを生成することができます。ユーザーは、オフライン分析のためにレポートをダウンロー
ドし、不要になったら削除することができます。また、データの衛生とコンプライアンスを確保するため、レポートは 1 カ月後に自
動的にパージされます。この NEXTGEN への移行により、監査ログの管理におけるユーザビリティ、スケーラビリティ、および効率
性が向上します。

フェーズ 1: NEXTGEN への UI 移行

• NEXTGEN にまだ移行されていない GEN1 アプリケーションをサポート
します。
• UI のみが NEXTGEN に移行されます。
• データは引き続き GEN1 監査ログサービスからフェッチされます。
• レポートは GEN1 書式のままとなり、構造は変更されません。

フェーズ 2：NEXTGEN への完全移行

• すべてのアプリケーションで BTP に監査ログが書き込まれると、
• 監査イベントは BTP 監査ログサービスから取得されます。
• BTP は、監査イベントの 90 日間の保持期間ポリシーに従います。
• レポート構造が更新されます。
• レポートは、BTP の値およびデータ構造をサポートする BTP データモ
デルに合わせて調整されます。
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機能の詳細

• バイヤー/サプライヤが SAP BN アカウントに
ログインします。

• 設定メニューから、監査ログ標準に移動します
。

• 標準をクリックします。
• ユーザーは、新しい [監査ログ] UI の [監査イベ
ントおよびレポート] ページにリダイレクトさ
れます。
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機能の詳細

� 以前の監査ログ UI には、イベントとレポートの 2 つのタブがあり、監査イベ
ントの同期ビューが提供されていました。

� BTP には、監査イベントの同期ビューはありません。
� 現在は、ユーザがレポートを生成するためのタブが 1 つのみになりました。
� MVP スコープの一部として、ユーザはレポートを生成、ダウンロードして監
査イベントを表示し、レポートを削除することができます。

前の UI 新規 UI
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監査レポートのフロー登録
監査レポー
ト登録

名称、イベ
ントタイプ
、開始日付
を入力する

サポートさ

れるイベン
トタイプ

レポートス
テータス: 処
理中
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レポートライフサイクル
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レポートの保持およびパージプロセス

• 保存期間:
• システムがアーカイブシステムとして機能しないことを確認するために、1 カ月（法務チームによる
）。

• 日次パージジョブ:
• 毎日実行して、削除対象のレポートを特定します。

• ユーザ通知:
� パージの 1 日前に、レポートにアクセスするためのリンクが記載された電子メールがユーザーに送信
されます。

� UI には、レポートのステータスが "Purge Scheduled" と表示されます。
• パージ後のアクション:

� 消去後、実際のレポートはシステムからハード削除されます。
� レポートメタデータがステータス "消去済" で更新されます。

• 削除済ステータス遷移:
• パージされたレポートメタデータは、データ衛生を維持するために 30 日後に "削除済" ステータスに
移行されます。

• ユーザによるマニュアル削除:
� ユーザが UI からレポートを削除すると、そのレポートは HDLF からハード削除されます。
� レポートのメタデータもデータベーステーブルから削除されます。
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電子メールテンプレート

1. レポート生成電子メール 2. レポート失敗電子メール
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電子メールテンプレート

3. レポートパージ電子メール
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機能非推奨リスト

• 監査ログ (従来)
• 監査のパージ。
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ありがとうござ
いました。
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